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Windows XP Professionalのセットアップ準備
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準備
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注 

· 開始する前に、以下をご参照ください。
· Windows XP CD 上のRead1st.txt ファイル。
· このドキュメント内の「セットアップに関する Q&A」。
· Windows のハードウェアとソフトウェアの互換性をチェックする Web サイト:  http://www.microsoft.com/windowsxp/upgrade/
compatible/
セットアップ中には、いくつかの情報の入力が求められます。必ず以下を準備してください。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1001"
(
Windows XP Professional の CD　 CD は Windows XP のケースに収納されています。。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1002"
(
プロダクト キー  プロダクト キーは、Windows XP のケース裏に記載されています。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1003"
(
筆記用具  設定その他の重要な情報を書き留める必要があるかもしれません。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1004"
(
インターネット情報  インターネットに接続する場合、通常のセットアップより多くの情報が必要となることがあります。インターネット設定はセットアップ プロセス中に設定することも、Windows XP のセットアップ終了後まで保留することも可能です。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1005"

購入したコンピュータに新規インターネット アカウントがついてきた場合や、すでにインターネット アカウントを保有している場合は、使用するインターネット サービス プロバイダ (ISP) に連絡することにより必要な情報を得ることができます。
ネットワーク
リソースを共有するコンピュータのグループを指します。
ドメイン
ネットワーク管理者により管理され、共通の情報を共有する、ネットワーク上のコンピュータ集合を指します。
ワークグループ
同じワークグループ名を持つ、1つ以上のコンピュータを指します。例: ピアツーピア ネットワーク
xe "aa\\€pro_retail.doc-8001"
(
ネットワーク情報  コンピュータが現在ネットワークに接続している場合は、セットアップを実行する前に以下の情報を揃えてください。
· コンピュータの名前。
· ワークグループまたはドメインの名前。
コンピュータがドメインのメンバーである場合、さらにドメイン ユーザー名とパスワードが必要です。
· TCP/IP アドレス (使用するネットワークが DHCP サーバーを持っていない場合)。
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Windows XP Professional をインストールする
インストール
xe "aa\\€pro_retail.doc-1006"
これで、Windows XP Professionalをインストールする準備が整いました。
クイック アップグレード
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重要 

CD が自動的に起動しない場合は、セットアップを手動で開始します。
1.
[スタート] をクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。
2.
下記の “d” はご使用の CD-ROM ドライブに割り当てられた文字に置き換え、以下のコマンドを入力します。
d:\setup.exe
3.
ENTER キーを押します。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1092"
1. コンピュータの電源をオンにします。

2. ウィルスチェックをしてください。
3.
Windows XP CD をコンピュータの CD-ROM ドライブに挿入します。
4.
コンピュータが CD を自動的に起動した後に、[Windows XP をインストールする] をクリックします。
5.
希望するインストールの種類の選択を求められたら、[アップグレード] を選択し、[次へ] をクリックします。
以下のすべてが該当する場合に、Windows XP へのアップグレードが可能です。
· アップグレードの対象となる以下の Windows バージョンを既に使用している。
Windows 98 (Second Edition を含む)

Windows Millennium (Me)

Windows NT 4.0 (Service Pack 6 以降)

Windows 2000 Professional

Windows XP Home Edition

· 古いオペレーティング システムを Windows XP Professional に交換したい。
· 既存のファイルとカスタマイズした設定を保ちたい。
以上の中に該当しないものが 1 つでもある場合は、新規インストールを実行します。詳細については、「新規インストール」を参照してください。
6.
使用許諾契約を読み、同意する場合は [同意します] をクリックします。
7.
Windows XP のCD-ROMが入っているCDケース裏にあるプロダクト キーを入力します。
動的な更新
Windows XP セットアップの新しい機能は、セットアップ時に重要な更新や必要なドライバを Windows Update Web サイトからダウンロードしてくれます。
重要 

動的な更新を行うには、インターネット接続がアクティブになっている必要があります。
8.
動的な更新を行うためのテキストを読みます。動的な更新を行う場合は、[はい] をクリックし、続いて、[次へ] をクリックします。
Windows のインストールが開始します。
9.
「Windows へようこそ」の画面が表示されたら、指示に従ってアップグレードを完了します。
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xe "aa\\€pro_retail.doc-1007"
10.
ユーザー アカウントとネットワーク接続の設定に関する情報は、「Windows XP を構成する」を参照してください。
新規インストール
重要 

新規インストールを実行すると、古いオペレーティング システム上のプログラムやシステム ファイルはすべて削除されます。
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xe "aa\\€pro_retail.doc-1008"
以下の 3 つの理由のいずれかが該当する場合には、Windows XP の新しいコピーをインストールする必要があります。

· 現在のオペレーティング システムが Windows XP Professional へのアップグレードに対応していない。
· 現在のオペレーティング システムは Windows XP Professional へのアップグレードに対応しているものの、既存のファイルやカスタマイズした設定を保ちたくない。
· コンピュータにオペレーティング システムがインストールされていない。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1009"
セットアップの手順は、新規インストールもアップグレードも同様ですが、例外がいくつかあります。たとえば、新規インストールの間には、特殊なオプションの構成を行い、ファイル システムを変換し、Windows XP のインストール用に新しいパーティションを作成することができます。
特殊なオプション
重要 

詳しい知識があるユーザー以外は、既定の設定を使うことをお勧めします。
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xe "aa\\€pro_retail.doc-1010"
特殊なオプションの下では、言語、詳細、およびユーザー補助の設定をセットアップ中に変更する選択肢があります。
	選択項目
	以下を希望する場合…

	· 言語
	・Windows XP 用の第一言語と地域を選択したい場合。これは、日時、通貨、番号、文字セット、キーボード レイアウトの既定の設定に影響を与えます。
・Windows XP 上で実行しているプログラムと一緒に使う追加の言語グループと文字セットを選択したい場合。

	· 詳細オプション
	・セットアップ ファイルの既定の場所を変更したい場合。
・システム ファイルを既定の (Windows) フォルダ以外のフォルダに格納したい場合。 

・インストール ファイルを CD からハードディスクにコピーしたい場合。

	· ユーザー補助
	・セットアップ中に、ナレータまたは拡大鏡を使いたい場合。


ファイル システムを選択する
xe "aa\\€pro_retail.doc-1014"
ファイル システム
ファイルがディスク上でどう組織され、命名され、格納されるかを決めるシステム。
Windows XP の新規インストール中に、コンピュータにどのファイル システムを使わせるかを選択できます。Windows XP Professional は、以下に対応しています。
· FAT32—ファイル アロケーション テーブル (FAT) システムの拡張バージョンで、Windows 95 の新しい (32 ビット) バージョンから、すべての Windows オペレーティング システムの標準となっています。FAT32 システムは、512 MB から 32 GB までの大容量ハードディスクに使えます。
· NTFS—NT ファイル システム (NTFS) は、Windows NT、Windows 2000、およびWindows XP オペレーティング システムに使われています。NTFS は、高度な信頼性、安定性、セキュリティを提供し、最大 2 TB までの大容量ハードディスクに対応しています。
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重要 

ファイル システムの変換は、Windows XP をインストールした後でも随時行うことができます。しかも、ファイル システムを変換してもデータは一切失われません。
ただし、NTFS への変換は一方向のみです。FAT または FAT32 ファイル システムを NTFS に変換すると、ドライブを後から FAT に戻すことはできません。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1015"
どのファイル システムを使うべきかよくわからない場合は、セットアップ中にコンピュータが既定で選択するファイル システムをそのまま使用してください。ファイル システムを変更する場合のアドバイスは、以下のとおりです。
· ハードディスクが 32 GB よりも小さい場合は、FAT32 を使います。
· コンピュータに複数のオペレーティング システムをインストールしたい場合は、FAT32 を使います。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1093"
次の場合は、NTFSの使用を推奨します。
· ハードディスクが 32 GB 以上で、かつ、コンピュータ上で実行するオペレーティング システムが 1 つのみである場合。
· 高度なファイル セキュリティを使いたい場合。
· より優れたディスク圧縮が必要な場合。
ディスク パーティション
xe "aa\\€pro_retail.doc-1016"
パーティション
FAT32 または NTFS などの別個のファイル システムによって使うためにフォーマットが可能な、ディスクの別個の領域。
データのバックアップなど、情報の整理のために、または、コンピュータ上に複数のオペレーティング システムをインストールするために、パーティションを作成することができます。ハードディスクには、最大 4 つのパーティションを作ることが可能です。
新規インストールを実行するときに、[詳細オプション] をクリックして独自の指定を行わない場合は、Windows XP のセットアップ中に適切なディスク パーティションが自動的に選択されます。 xe "aa\\€pro_retail.doc-1017"
xe "aa\\€pro_retail.doc-1018"
構成、サイズ変更、再フォーマット、またはディスク パーティションの変換の詳細については、Windows XP Professional へのアップグレードまたはインストールを行う前に、現在のオンライン ヘルプを参照してください。
ネットワークに参加する
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重要 

セットアップ中にネットワークに接続する場合は、しかるべきハードウェアをコンピュータにインストールし、ネットワークに接続されている必要があります。
ワークグループ
同一のワークグループ名を持つコンピュータ (1 台または複数)。たとえば、「ピアツーピア」ネットワーク。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1021"
コンピュータをネットワークに接続しない場合は、このセクションを省略して次へ進みます。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1022"
ネットワークを使用する予定がある場合は、まず、コンピュータをドメインとワークグループのどちらに参加させるかを決めます。
· どちらにすればいいのかよくわからない場合は、セットアップ中に選択を求められたときに、[ワークグループ] をクリックします (ドメインへの参加は、Windows XP Professional をインストールした後に、いつでもできます)。コンピュータ ユーザーは誰でもワークグループに参加できます。管理者の特別なアクセス許可は不要です。既存のワークグループ名か、新しいワークグループ名を入力する必要があります。または、Windows XP Professional がセットアップ時に表示するワークグループ名を使うことができます。
ドメイン
ネットワーク管理者が管理する共通情報を共有する、ネットワーク上のコンピュータの集まり。
· xe "aa\\€pro_retail.doc-1023"
· [ドメイン] を選択した場合、ネットワーク管理者に、そのドメイン内に新しいコンピュータ アカウントを作成するか、または既存のアカウントをリセットするように依頼します。ドメインへの参加には、ネットワーク管理者からの許可が必要です。
ヒント
セットアップ中にドメインに参加することが難しい場合は、代わりにワークグループに参加し、続いて、Windows XP のインストールを終えた後にドメインに参加します。
詳細については、前述の「ネットワーク接続」を参照してください。
[image: image10.emf]
セットアップ中にドメインに参加するには、ご使用のコンピュータを参加するドメインに識別させるためのコンピュータ アカウントが必要です。アップグレード インストールを実行中の場合は、セットアップは既存のコンピュータ アカウントを使用します。または、アカウントが存在しない場合は、セットアップは新しいコンピュータ アカウントを入力するように求めます。セットアップを開始する前に、ネットワーク管理者にコンピュータ アカウントの作成を依頼してください。または、しかるべき権限をお持ちの場合は、セットアップ中に自分でアカウントを作成して、ドメインに参加できます。セットアップ中にドメインに参加するには、ドメインのユーザー名とパスワードの入力が必要です。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1028"
詳しい知識があるユーザー以外は、既定の設定を使うことをお勧めします。
セットアップに関する Q&A
xe "aa\\€pro_retail.doc-1029"
以下の Q&A は、セットアップに関する一般的なトラブルシューティングに役立ちます。

ヒント
Windows XP CD から直接、古いコンピュータまたは Windows XP をインストールするコンピュータ上で [ファイルと設定の転送] ウィザードを実行することもできます。CD を挿入し、CD が起動したら、[追加のタスクを実行する] をクリックし、[ファイルと設定を転送する] をクリックして開始します。
[image: image11.emf]
Q: 別のコンピュータからのファイルと設定を維持したいのですが、Windows XP に移動させることは可能ですか?
A: xe "aa\\€pro_retail.doc-1030"
はい。Windows XP には、[ファイルと設定の転送] ウィザードという新しいツールが含まれており、これが役立ちます。[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をポイントします。次に、[アクセサリ] をポイントし、[システム ツール] をポイントします。続いて、[ファイルと設定の転送ウィザード] をクリックすることで、ウィザードを開始できます。このウィザードを使ってウィザード ディスクを作成し、その中に別のコンピュータからのファイルと設定を集めることができます。
Q:コンピュータに 2 つ以上のオペレーティング システムをインストールできますか?
A: xe "aa\\€pro_retail.doc-1032"
はい。ご使用のコンピュータに複数のオペレーティング システムをインストールして実行することが可能です。しかし、使用しているファイル システムやご使用のコンピュータ上で利用可能なパーティションの数により、何らかの制約を受ける場合もあります。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1033"
複数のオペレーティング システムのインストールに関する特定の情報は、下記のサイトでご覧いただけます（英語）。 http://www.microsoft.com/windowsxp/multiboot.htm
Q: 私のソフトウェアとハードウェアは、すべて Windows XP 上で動作しますか?
A: xe "aa\\€pro_retail.doc-1034"
Windows XP のセットアップ中に、インストール済みのソフトウェアに競合が発生する可能性がないかどうか、チェックが行われます。
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重要 

ご使用のハードウェアがハードウェア互換性リスト (HCL) に載っていない場合は、ハードウェアのメーカーに問い合わせて、Windows XP 対応のドライバがないかどうかを確認してください。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1035"
Windows XP をインストールした後でも、ソフトウェアの互換性を確認する方法がいくつかあります。
· [スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックします。次に、[作業を選びます] の下にある [Windows XP の互換性のあるハードウェアおよびソフトウェアを探す] をクリックします。
· [スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックします。次に、検索ボックスに「プログラム互換性ウィザード」と入力します。
· WindowsXP 互換性情報のサイトをご覧下さい。
· ソフトウェア メーカーに問い合わせるか、メーカーの Web サイトを訪問して、ご使用のプログラムのアップグレード版があるかどうかを確認します。
Q: セットアップ中にコンピュータが動かなくなり、ブルーの画面が表示されるか、または別のエラーが発生します。この原因は何ですか? どうすればよいのですか?
xe "aa\\€pro_retail.doc-1036"
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重要 

ご使用のハードウェアがハードウェア互換性リスト (HCL) に載っていない場合は、ハードウェアのメーカーに問い合わせて、Windows XP 対応のドライバがないかどうかを確認してください。
A: A: A: A:ハードウェアが故障している、BIOS (basic input/output system) 設定が正しくない、または古いために、セットアップ中にコンピュータが反応しなくなることがあります。ハードウェアの設定およびドライバをチェックして BIOS を更新することで、通常はそれらの問題は解決します。しかし、以下の方法もあります。
· ハードウェア互換性リスト (HCL) を確認する。
· このドキュメントで後述されている「停止エラーのトラブルシューティング」を確認する。
· サポート技術情報検索サイト を参照し、「BIOS issues」を検索してください。
ご使用のコンピュータ メーカーの Web サイトを訪問し、現在の BIOS 設定と BIOS のアップグレードを入手する方法に関する情報を検索できます。
ドライバ
Windows XP がプリンタなどのハードウェア デバイスと通信できるようにするソフトウェア。
セーフ モード
ほとんどのドライバと周辺機器の接続を切断し、コンピュータの何らかの問題を修正できるようにするスタートアップ設定。
Q: セットアップ中に、「デバイス ドライバを読み込めませんでした」 というメッセージが表示されます。どうすべきでしょうか? 

A: xe "aa\\€pro_retail.doc-1037"
ハードディスク上のデバイス ドライバ ファイルが損傷していると、この問題が発生する場合があります。コンピュータをセーフ モードで起動し、損傷しているファイルを削除して置き換えてみてください。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1038"
コンピュータをセーフ モードで起動する操作の詳細については、後述の「トラブルシューティング 」を参照してください。
Q: セットアップ中に、Windows XP の “ライセンス認証” の手続きをするように求められました。ライセンス認証とは何ですか? なぜライセンス認証を行う必要があるのですか?
xe "aa\\€pro_retail.doc-1039"
重要 

· Windows のライセンス認証を行う際に、名前その他の個人情報を提供する必要はありません。

· 30 日が経過すると、Windows XP のライセンス認証を行わないと使用を続けることができません。

· Windows XP のライセンス認証を行うには、管理者の権限を持っている必要があります。
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A: ソフトウェアの著作権侵害を減らすために、Windows XP では、製品のライセンス認証を行うシステムが使われています。このシステムにより、お手元の Windows XP コピーは、1 台のコンピュータにしかインストールできません。

ご使用の Windows は、以下のいずれかの方法でライセンス認証ができます。
· セットアップ中
または
· [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をポイントします。次に、[Windows のライセンス認証] をクリックします。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1040"
ソフトウェアのライセンス認証を保留したままでも、30 日間は Windows をご使用いただけます。その間、Windows のライセンス認証を促す通知が定期的に表示されます。
Q: ライセンス認証は登録と同じですか?
xe "aa\\€pro_retail.doc-1041"
A: いいえ。ライセンス認証は必須ですが、登録はオプションです。

Q: なぜ登録すべきなのですか?
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重要 

マイクロソフトは、ユーザーの皆様のプライバシー保護に真剣に取り組んでおり、個人情報を他者に開示することはありません。
A: A: xe "aa\\€pro_retail.doc-1042"
マイクロソフトにご登録いただくと、新製品、製品のアップデート版、イベント、プロモーション、キャンペーンなど、役立つ情報を入手できます。

Q: 複数のコンピュータに Windows XP Professional を迅速にセットアップするには、どうしたらよいですか?
A: xe "aa\\€pro_retail.doc-1031"
ネットワーク管理者と詳しい知識があるユーザーは、無人セットアップまたはリモート インストール サービスを使って、複数のコンピュータに Windows XP Professional を迅速にインストールすることができます。 

セットアップのカスタマイズや応答ファイルの作成の詳細については、「Windows XP Professional Resource Kit」を参照してください。
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Windows XP Professionalを構成する
構成する
xe "aa\\€pro_retail.doc-1043"
Windows XP Professional のインストールを終えると、ユーザー アカウントやネットワーク接続などの共通設定を構成することができます。
コンピュータにログオンする
ユーザー アカウント
一意のユーザー名、パスワード、および、コンピュータのリソースに対する一連の権限や許可を含む設定の集まり。
コンピュータの管理者アカウント
以下の性質を持つユーザー アカウント : 

· コンピュータの管理者グループのメンバ
· コンピュータに対する完全な許可と制御権を持つ
· コンピュータ上のすべてのユーザー アカウントにアクセスし、修正ができる
· プログラムやハードウェア デバイスの追加または削除ができる
   xe "aa\\€pro_retail.doc-9001"
既にユーザー アカウントを持っている場合は、そのアカウント名とパスワードを使ってコンピュータにログオンします。ユーザー アカウントを持っていない場合は、最初にコンピュータの管理者としてログオンし、ユーザー アカウントを作成する必要があります。
コンピュータの管理者（Administrator）としてログオンする
xe "aa\\€pro_retail.doc-9002"
コンピュータ上でユーザー アカウントを設定するまでは、コンピュータの管理者（Administrator）としてログオンする必要があります。セキュリティ上の理由から、自分用のユーザー アカウントと、コンピュータを使う可能性のある各人のユーザー アカウントを作成すべきです。
セットアップが完了すると、コンピュータは再起動し、[Windows へログオン] ダイアログ ボックスが表示されます。 

xe "aa\\€pro_retail.doc-9003"
SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \h
コンピュータの管理者としてログオンするには、
1.
[Windows へログオン] ダイアログ ボックスにて、「Administrator」と入力し、セットアップ時にAdministratorに割り当てたパスワードを入力します。
2.
[OK] をクリックします。
システムがログオンを許可できなかったことを告げるメッセージが表示された場合は、Caps Lockキー がオンになっていないことを確認し、もう一度パスワードを入力します。
ユーザー アカウントを作成する
重要 

Windows XP を管理者として実行すると、システムを不必要なセキュリティ リスクにさらすことになります。代わりに、ご自分のユーザー アカウントを使って、プログラムの実行、ドキュメント作業、インターネット サイトの訪問などの日常的なタスクを行います。
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xe "aa\\€pro_retail.doc-1044"
Windows XP Professional をインストールする際に、他の人々がそのコンピュータを使う場合に別のユーザー アカウントを作成するかどうかを訊ねられます。そのコンピュータを定期的に使用する各人について、ユーザー アカウントを作成することが可能です。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1046"
以下の表は、3 種類のユーザー アカウントについて利用可能な許可を示したものです。
	利用内容
	ユーザー アカウントの種類
	
	

	
	コンピュータの管理者
	標準
(または制限付き)
	制限付き (または Guest)

	· ユーザー アカウントを作成する
	· (
	· 
	· 

	· システム ファイルを変更する
	· (
	· 
	· 

	· システム設定を変更する
	· (
	· 
	· 

	· 他のユーザー アカウント ファイルを読む
	· (
	· 
	· 

	· ハードウェアを追加または削除する
	· (
	· 
	· 

	· 他のユーザー アカウントのパスワードを変更する
	· (
	· 
	· 

	· 自らのユーザー アカウントのパスワードを変更する
	· (
	· (
	· 

	· 任意のプログラムをインストールする
	· (
	· 
	· 

	· ほとんどのプログラムをインストールする
	· (
	· (
	· 

	· ドキュメントを保存する
	· (
	· (
	· (

	· インストール済みのプログラムを使用する
	· (
	· (
	· (


xe "aa\\€pro_retail.doc-1094"
SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \h
ユーザー アカウントを作成するには
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重要 

アカウントとリソースの管理など、コンピュータの管理者のみが実行できるタスクを行う必要がある場合には、ユーザー アカウントの作成時に管理者の権限を割り当てます。
1.
[スタート] をクリックし、[コントロール パネル] をポイントします。次に、[ユーザー アカウント] をダブルクリックします。
2.

[ユーザー] タブで、[追加] ボタンをクリックします。
3.
ユーザー アカウント用の名前、フル ネーム、アカウントの説明を入力します。
4.
ご使用のコンピュータがクライアント/サーバー ネットワークの一部としてセットアップされている場合は、ドメイン名を入力し、続いて [次へ] をクリックします。
ご使用のコンピュータが個別のコンピュータ (ネットワークを持たない) として設定されているか、またはピアツーピア ネットワーク内にある場合には、ドメイン名を入力する必要はありません。
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重要 

パスワードでは、大文字と小文字が区別されます。たとえば、「MyPassword」と「mypassword」は、2 つの異なるパスワードとして扱われます。
5.
ユーザー パスワードを入力し、確認のために、ユーザー パスワードを再度入力します。
6.
[次へ] をクリックします。
7.
ユーザー アカウントのアクセス レベルを指定し、[完了] をクリックします。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1047"
ユーザー アカウント、アクセス レベル、権限と許可の詳細については、[ヘルプとサポート センター] を参照してください。
ユーザー アカウントを使ってログオンする
xe "aa\\€pro_retail.doc-9004"
ユーザー アカウントが作成できたので、コンピュータの管理者としてログオフし、自分自身のユーザー アカウントを使ってログオンします。

SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \h
管理者としてログオフし、新しいユーザー アカウントを使ってログオンするには
1.
CTRL+ALT+DELETE キーを押します。
2.

[ログオフ] をクリックし、[はい] をクリックします。
3.
「Windows へようこそ」の画面が表示されたら、CTRL+ALT+DELETE キーを押します。
自動的にログオンするように設定されている場合、コンピュータは再起動し、ユーザーの操作を待たずに自動的にログオンします。
4.
  [Windows へログオン] ダイアログ ボックスに、ユーザー名、パスワード、ドメインを入力します。
5.
[OK] をクリックします。
ネットワークへの接続
サーバー
他のコンピュータが共有できるファイルやリソースが格納されている中心的コンピュータ。
クライアント
サーバーに接続してそのリソースを使うことができるコンピュータ。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1048"
Windows XP Professional を実行しているコンピュータは、クライアント コンピュータです。クライアント コンピュータは、ネットワークを作成したり、ネットワークに参加することによって、ファイル、プリンタ、インターネット接続などのリソースを共有することができます。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1049"
ネットワーク接続の詳細については、[ヘルプとサポート センター] を参照してください。
ドメインに接続する
ドメイン
ネットワーク管理者が管理する共通情報を共有する、ネットワーク上のコンピュータの集まり。
ネットワーク管理者
ドメインを定義し、ドメイン内の各ユーザー用のユーザー アカウントを作成する管理者。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1050"
ユーザー アカウントを持つことで、アクセス許可のあるドメイン リソース (ファイルやプリンタなど) のすべてにアクセスできるようになります。ネットワーク管理者はまた、ドメインに参加する各コンピュータに対してコンピュータ アカウントを作成する必要があります。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1051"
ドメインの指定は、セットアップ中またはセットアップの後でも行うことができます。以下は、Windows XP Professional をインストールした後にドメインに参加するための手順の説明です。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1095"
SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \h
コンピュータ アカウント用のドメインを指定するには
1.
コンピュータの管理者の権限を持つユーザーとして、Windows XP Professional にログオンします。
2.
[スタート] ボタンをクリックし、[マイ コンピュータ] を右クリックします。次に、[プロパティ] をクリックします。
3.
[コンピュータ名] のタブで、[変更] ボタンをクリックします。
4.
 [ドメイン] をクリックし、ご使用のコンピュータが属するドメインの名前を入力し、次に [OK] をクリックします。
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注意 

ご使用のコンピュータ アカウントとユーザー アカウントが異なるドメイン内にある場合には、ドメイン ユーザー名とパスワードのダイアログ ボックスで、ユーザー アカウントのドメインを入力した後に、バックスラッシュ (\) とユーザー名を入力する必要があります。たとえば、下記のとおりです。
DOMAINNAME\UserName
5.
画面の表示に従い、ドメイン ユーザー名とパスワードを入力し、[OK] をクリックします。
6.
完了したら、[OK] をクリックします。再度 [OK] をクリックして、[プロパティ] ウィンドウを閉じます。
コンピュータはドメインに加わり、ドメインへの参加を通知するメッセージが表示されます。
7.

コンピュータを再起動して新しい設定を適用します。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1096"
8.
ユーザー名とパスワードを使ってドメインにログオンします。
ピアツーピア ネットワークを設定する
xe "aa\\€pro_retail.doc-1052"
Windows XP Professional を使えば、複数のコンピュータを互いに直接接続して、家庭や小規模オフィスにふさわしい独自のピアツーピア ネットワークを構成することができます。各コンピュータは、相手のコンピュータと平等、すなわち、「ピア」であり、名前はこれに由来します。ピアツーピア ネットワークでは、以下のことができます。
· ご使用のコンピュータのファイル、フォルダ、プリンタ、スキャナ、FAX をネットワーク上の他のコンピュータと共有できます。
· 1 つの接続を通じて、すべてのユーザーがインターネットにアクセスできるようにします。ピアツーピア ネットワークを家庭で使うと、たとえば、数名の家族が 1 本の電話回線を通じて、別々のコンピュータから個別または同時にインターネットに接続することができます。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1053"
Windows XP Professional には、ネットワーク セットアップ ウィザードが用意されており、小規模ビジネスや家庭でのネットワークの計画・設定に関する広範囲な情報が提供されています。

xe "aa\\€pro_retail.doc-1054"
ネットワーク セットアップ ウィザードを開始するには

· [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をポイントします。次に、[アクセサリ] をポイントし、[通信] をポイントし、[ネットワーク セットアップ] ウィザードをクリックします。
その他の接続をセットアップする
xe "aa\\€pro_retail.doc-1055"
新しい接続ウィザードを使うと、ご使用のコンピュータとの間に他のタイプの接続を設定することができます。たとえば、以下のとおりです。
· インターネット接続   モデムと電話または ISDN 回線を使ってインターネットに接続します。
· プライベート ネットワーク接続   このオプションを使って、ご使用のコンピュータとオフィスのネットワークの間で、インターネットを介したプライベートな、安全な接続 (仮想プライベート ネットワーク) を設定することができます。
注： 

家庭や小規模オフィスのネットワークを設定する場合、新しい接続ウィザードが完了した後に、ネットワーク セットアップ ウィザードが開始します。
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· 家庭や小規模オフィスのネットワーク   シリアル、パラレル、または赤外線ポートを使って 2 台のコンピュータを接続するか、または、他のコンピュータに接続を許可するように、ご使用のコンピュータを設定します。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1056"
新しい接続ウィザードを開始するには

· 新しい接続ウィザードを開始するには、[スタート] ボタンをクリックし、[コントロール パネル] をクリックします。次に、[ネットワークとインターネット接続] をダブルクリックし、[ネットワーク接続] をクリックします。続いて、[新しい接続を作成する] (「ネットワーク タスク」の下) をクリックします。

ネットワークとインターネット接続では、接続先の各コンピュータに対する個々の接続を設定し、また、電話番号など、接続のプロパティをいつでも修正することができます。
Windows XP の構成に関する Q&A

xe "aa\\€pro_retail.doc-1059"
以下の Q&A は、一般的な問題の解決に役立ちます。

Q: エクスプローラとコマンド プロンプトはどこにありますか?

A: xe "aa\\€pro_retail.doc-1060"
それらの機能を見つけるには、[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をポイントします。次に、[アクセサリ] をポイントします。
Q: マイ コンピュータ、マイ ネットワーク、マイ ドキュメント、Internet Explorer はどこにありますか?

A: xe "aa\\€pro_retail.doc-1061"
これらの項目はすべて、[スタート] メニューに置かれています。[スタート] ボタンをクリックしてアクセスしてください。
Q: [スタート] メニューとデスクトップを従来の Windows のスタイルに戻すことはできますか?
A: xe "aa\\€pro_retail.doc-1062"
Windows XP の [スタート] メニューは、タスクを集中管理し、デスクトップを整理するために、デザインが変更されました。しかし、デスクトップと [スタート] メニューを従来の Windows のスタイルにしたい場合は、以下の手順で行います。

デスクトップを従来のWindows スタイルに設定するには
· [スタート] ボタンを右クリックし、[プロパティ] をクリックします。次に、[クラシック [スタート] メニュー] をオンにし、[OK] をクリックします。xe "aa\\€pro_retail.doc-1063"
Q: Windows XP において、ドメインとワークグループを使い分ける理由を教えてください。
A: xe "aa\\€pro_retail.doc-1064"
Windows XP Professional は、ドメインとワークグループのどちらのメンバであるかによって、機能も表示も異なります。下記の表は、主な違いの概要を示したものです。
	Windows XP の機能
	ドメイン上
	ワークグループ内

	· ネットワーク
	· 
	· 

	· ローカル エリア ネットワーク (LAN) の一部
	· (
	· 

	· ピアツーピア ネットワーク (小規模ビジネス向け) の一部
	· 
	· (

	· ホーム ネットワークの一部
	· 
	· (

	· コンピュータ アカウントが必要
	· (
	· 

	· 一般的な操作
	· 
	· 

	· 「ようこそ」画面が使用可能
	· 
	· (

	· ユーザーの簡易切り替えが使用可能
	· 
	· (

	· パスワードのバックアップと復元を行うウィザードが使用可能
	· 
	· (

	· Windows のデスクトップに新しいタイプとクラシックの両方が使用可能
	· (
	· (

	· Guest アカウントが自動的に含まれている
	· 
	· (

	· インターネットと電子メールのアクセス
	· (
	· (


バックアップ
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情報のバックアップと復元
[image: image23.emf]
ヒント
アーカイブされたデータを常に最新の状態に保つために、Windows XP のバックアップ ユーティリティを使って定期的に情報のバックアップを取ってください。
また、新しいハードウェアの追加、ドライバやファームウェアの更新、レジストリの編集など、何らかのシステム変更を施す場合は、重要なデータとファイルのバックアップを事前に取っておくとよいでしょう。
データのバックアップを取る方法の詳細については、[ヘルプとサポート センター] を参照してください。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1065"
Windows XP Professional に備わっているバックアップ ユーティリティは、ハードディスクが故障したり、ハードウェアや記憶域メディアの故障でファイルが消去されるなどの事故の際に、データの保護に役立ちます。バックアップ ユーティリティを使うことで、すべてのデータの複製をハード ディスク上に作成し、ハード ディスクやテープなどの別の記憶装置に保管することができます。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1066"
ハード ディスク上の元のデータが事故で消去または上書きされたり、ハード ディスクの誤動作でアクセス不能になった場合に、復元ウィザードや自動システム回復ウィザードを使ってディスクまたはアーカイブ コピーから簡単に復元することができます。

xe "aa\\€pro_retail.doc-1067"
バックアップ ユーティリティの起動、または、復元・自動システム回復ウィザードへのアクセス
· [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をポイントします。次に、[アクセサリ] をポイントし、[システム ツール] をポイントし、[バックアップ] をクリックします。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1068"
Windows XP のバックアップ、復元、および自動システム回復は、Windows XP Professional が機能している時にはすべて機能します。コンピュータが正しく起動しない場合は、回復コンソールを使う必要があるかもしれません。回復コンソールを使うと、スタートアップ中にコマンド ラインが示され、Windows XP Professional が起動しない場合、そこからシステムの変更を施すことができます。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1069"
バックアップ、復元、自動システム回復の詳細については、[ヘルプとサポート センター] を参照してください。
回復コンソール
xe "aa\\€pro_retail.doc-1070"
回復コンソールを使うと、Windows XP を起動せずに多くのタスクを行うことができます。たとえば、サービスの開始と中止、ローカル ハード ディスクへの情報の読み書き、ドライブの初期化などです。しかし、回復コンソールのインストールは、コンピュータが機能している状態で行う必要があります。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1097"
SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \h
回復コンソールをスタートアップ オプションとしてインストールするには
注意 

· この機能は、最も詳しい知識があるユーザーだけが使うべきです。
· 回復コンソールを使う前に、テープ ドライブに情報のバックアップを取ることをお勧めします。回復処理の一環として、ローカル ハード ディスクが再フォーマットされる (したがって、内容が消去される) 可能性もあるからです。
· 回復コンソールは Windows XP CD-ROM から実行することも可能です。
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1.
コンピュータの管理者として、または、管理者の権限を持つユーザーとして、Windows XP Professional にログオンします。
コンピュータがネットワークに接続されている場合は、ネットワーク ポリシーの設定次第で、この手順を完了できないことがあります。ネットワーク管理者にご相談ください。
2.
Windows XP Professional CD を CD-ROM ドライブに挿入します。Windows XP にアップグレードするかどうかの確認が求められたら、[いいえ] をクリックします。
3.
コマンド プロンプト (または、[スタート] メニューの [ファイル名を指定して実行]) から、適切な Winnt32.exe ファイルへのパス (Windows XP Professional CD 上) を入力し、続いて、スペース、およびこのスイッチに参照するために /cmdcons と入力します。以下に例を示します。
e:\i386\winnt32.exe /cmdcons
xe "aa\\€pro_retail.doc-1098"
4.
表示される指示に従います。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1099"
SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \h
Windows XP Professional が起動しない場合に、コンピュータ上で回復コンソールを実行するには
ヒント
· 回復コンソール内で使用可能なコマンドを表示させるには、コマンド プロンプトで「help」と入力します。
· コンピュータを再起動するには、「exit」と入力して回復コンソールのコマンド プロンプトを終了します。
[image: image25.emf]
1.
コンピュータを再起動し、次に、オペレーティング システムのリストから [Windows 回復コンソール] をクリックします。
2.
表示される指示に従います。
回復コンソールは、コマンド プロンプトを表示させます。
3.
システムに必要な変更を施します。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1071"
回復コンソールの使い方の詳細については、[ヘルプとサポート センター] を参照してください。
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Windows XP Professionalのトラブルシューティング
トラブルシューティング
xe "aa\\€pro_retail.doc-1072"
Windows XP Professional のインストール中または使用中に問題が発生した場合には、以下のヒントと説明が役立ちます。
Windows XP セットアップのトラブルシューティング
xe "aa\\€pro_retail.doc-1073"
以下の表は、Windows XP セットアップ中に遭遇する可能性のある問題のソリューションをリストアップしたものです。
	問題
	ソリューション

	· セットアップ プログラムが CD-ROM ドライブを認識できない。
	・ご使用のハードウェアが、ハードウェア互換性リスト(HCL)に掲載されていることを確認してください。
・CD-ROM に同梱されていた起動ディスクを使って CD-ROM 用のドライバを再度読み込みます。最新のドライバをメーカーから入手することもできます。

・ネットワーク インストールなど、別のインストール方法を試します。

・新規インストールを実行しようとしており、Windows 95、Windows 98、または Windows NT からのインストールを開始する場合には、セットアップ中に [詳細オプション] をクリックし、ファイルをハード ディスクにコピーします。

	· セットアップ プログラムが CD を読み取ることができない。
	・CD-ROM または DVD ドライブが機能していることを確認します。
・CD をクリーニングします。
・別の CD を使います。CD の交換を要請するには、マイクロソフトまたはご使用のコンピュータのメーカーにお問い合わせください。

	· ブルーの画面 (停止エラーとも呼ばれる) が表示される。
	・画面に表示される指示に従います。 
・詳細については、「特定の停止エラーのトラブルシューティング」を参照してください。

	問題
	ソリューション

	· Windows XP Professional がインストールされない、または起動しない。
	・ご使用のハードウェアが、ハードウェア互換性リスト(HCL)に掲載されていることを確認してください

・セットアップに不要なハードウェア (モデム、サウンド カード、ネットワーク カード) を一時的に取り外すことで、ハードウェアの構成をできるだけ単純化します。
・コンピュータとすべてのハードウェアについて最新のドライバ、ファームウェア、BIOS があることを確認します。

	· ディスク領域が足りない。
	・不要になったファイルを削除してごみ箱を空にすることで、または、ドライブやパーティションが複数ある場合には、ファイルを別のパーティションに移動させることで、既存のパーティション上の空き領域を増やします。
・既存のパーティションを削除し、インストールに十分な大きさの新しいパーティション (1.5 GB 以上) を作成します。
・既存のパーティションをフォーマットして既存のファイルを削除し、空き領域を増やします。

	· ネットワークに接続できない。
	· 以下のリストをチェックし、以下を確認します。
· ・パスワードを入力する際に、CAPS LOCK がオンになっていないこと。Windows XP Professional のパスワードでは、大文字と小文字が区別されます。
· ・最新のパスワードであること。最近、「ユーザーは次回ログオン時にパスワードの変更が必要」というメッセージが表示されたことがあるなら、パスワードが失効している可能性があります。 
· ・使用したドメイン名が正しいこと。
· ・認められたユーザー名を使っていること。
· ・ネットワーク ケーブルがコンピュータとネットワーク接続に正しく取り付けられていること。
· ・コンピュータ上のネットワーク設定が変更されていないこと。
・このリストを使っても問題が判明しない場合は、ネットワーク トラブルシューティングを実行するか ([スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックします。次に、[問題を解決する] をクリックし、[ネットワークの問題]をクリックし、[ホーム ネットワークおよび小規模オフィス ネットワークに関するトラブルシューティング] をクリックします) またはネットワーク管理者に連絡します。 

	· ドメインに参加できない。
	・コンピュータがネットワークに物理的に接続されていることを確認します。
・使用したドメイン名が正しいことを確認します。
・ネットワーク管理者に連絡して、ご自分のコンピュータ アカウントが存在することを確かめます。
・DNS サーバーとドメイン コントローラが起動していてオンラインであることを、ネットワーク管理者に確認します。
· 上記の手順のどれを行っても問題が解決しない場合は、代わりにワークグループに参加し、次に、インストール後にドメインに参加します。 


注意 

ご使用のコンピュータに最低限必要なメモリしか搭載されていない場合、セットアップに時間がかかることがあります。
警告 

パーティションを削除または再フォーマットすると、そのパーティション上に存在するデータのすべてが削除されます。
拡張起動によるトラブルシューティング
xe "aa\\€pro_retail.doc-1074"
コンピュータが正しく起動しない場合は、拡張起動オプションを使って Windows XP Professional を実行し、問題のトラブルシューティングを行うことができます。
SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \h
拡張起動オプションを使ってコンピュータを起動させるには
1.
[スタート] ボタンをクリックし、[終了オプション] （または、シャットダウン）をクリックします。次に、[コンピュータの電源を切る] （または、Windowsのシャットダウン）ダイアログ ボックスで、[再起動] をクリックし、[OK] をクリックします。
2.
利用可能なオペレーティング システムのリストが表示されたら、F8 キーを押します。
3.
[詳細オプション] 画面で、使用する拡張起動オプションをクリックし、ENTER キーを押します。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1075"
拡張起動を使う前に、[ヘルプとサポート センター] を開き、検索ボックス内に「セーフ モード」と入力します。
停止エラーのトラブルシューティング
xe "aa\\€pro_retail.doc-1076"
停止エラーは、Windows XP Professional が反応しなくなった場合のエラーです。停止エラーのメッセージは、ハードウェアまたはソフトウェアの誤動作が原因で表示されることがあります。エラー メッセージは、青または黒の背景上に表示されます。
一般的な停止エラー
xe "aa\\€pro_retail.doc-1077"
以下の手順は、停止エラーの画面でも表示されるもので、停止エラーの原因と問題の解決方法を判断するのに役立ちます。
[image: image27.emf]
ヒント
この手順では、以下のことをお守りください。
次の手順に進む前に、各手順を最後まで行います。
エラー メッセージが表示されなくなったら、そこで手順を終了します。
SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \h
一般的な停止エラーのトラブルシューティングを行うには
1.
コンピュータを再起動します。
2.
新しいハードウェアまたはソフトウェアがあれば、適切にインストールされていることを確認します。一度に 1 つづつ新しいハードウェア デバイスを取り外し、それによってエラーが解決するかどうかを確認します。エラーが解決したら、手順 3 に進みます。
このテストによって障害が判明したハードウェアの一切を交換します。また、コンピュータのメーカーから供給されているハードウェア診断ソフトウェアがあれば、それを実行してみます。
ハードウェアまたはソフトウェアの新規インストールである場合は、メーカーに連絡して、Windows XP Professional のアップデートまたは必要なドライバがないかどうかを確認します。
3.
[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックします。次に、タイトルバー下のメニューボタンから [サポート] をクリックし、[Microsoft からヘルプを得る] ([サポート] の下) をクリックして、ヘルプ オプションのリストを表示させます。
4.
[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックします。次に、[問題を解決する] ([ヘルプ トピックを選びます] の下) をクリックし、トラブルシューティングのリストを表示させます。
5.　
マイクロソフト ハードウェア互換性リスト (HCL) をチェックして、ハードウェアとソフトウェアのドライバのすべてが Windows XP Professional に対応していることを確認します。
HCL の最新バージョンは、マイクロソフトのウェブサイトで、ご確認ください。
6.
新しくインストールしたハードウェア (メモリ、アダプタ、ハード ディスク、モデムなど) ドライバ、またはソフトウェアがあれば、無効にするか、または取り外します。
· Windows XP Professional を起動できる場合は、イベント ビューワ内のシステム ログを確認し、問題を発生させているデバイスまたはドライバを特定するのに役立つかもしれない追加のエラー メッセージを探します。システム ログを表示させるには、[スタート] ボタンをクリックし、[コントロール パネル] をクリックします。次に、[管理ツール] をクリックし、[イベント ビューア] をダブルクリックし、続いて、[システム] をクリックします。
· Windows XP Professional を起動できない場合は、コンピュータをセーフ モードで起動してください。次に、新しく追加されたプログラムまたはドライバがあれば、それを削除または無効にします。コンピュータをセーフ モードで起動するには、コンピュータを再起動し、次に、使用可能なオペレーティング システムのリストが表示された時に、F8 キーを押します。[詳細オプション] 画面で、[セーフ モード] を選択し、ENTER キーを押します。
詳細については、[ヘルプとサポート センター] を開き、検索ボックスに「セーフ モード」と入力して検索してください。
7.

インターネットにアクセスできる場合は、マイクロソフト サポート オンライン を訪問してください。

マイクロソフト技術情報で、「Windows XP Professional」と、表示された停止エラーと関連する番号を検索します。たとえば、「Stop: 0x0000000A」というメッセージが表示された場合は、「0x0000000A」を検索します。
8.
アンチウイルス ソフトウェアの最新バージョンを使って、コンピュータがウイルスに感染していないかどうかをチェックします。ウイルスが検出された場合は、コンピュータから駆除するのに必要な手順を実行します。ウイルス駆除の手順については、アンチウイルス ソフトウェアの説明書を参照してください。
9.
ハードウェア デバイス ドライバとシステム BIOS が、入手可能な最新バージョンであることを確認します。ハードウェアのメーカーに連絡すれば、最新バージョンの確認やその入手を手伝ってもらうことができます。
10.
キャッシュまたはシャドウ処理などの BIOS メモリ オプションを無効にします。サポートが必要な場合は、ハードウェアのメーカーに問い合わせてください。
11.
コンピュータ メーカーによって供給されているシステム診断ソフトウェア、特に、メモリ チェック プログラムがあれば、それを実行します。
12.
コンピュータに最新の Service Pack がインストールされていることを確認します。サービス パックのリストとサービス パックをダウンロードする際の説明については、Windows Update サイト をご覧ください。
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重要 

[前回正常起動時の構成] を使うと、前回の正常起動後に行ったシステム設定の変更は失われます。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1100"
13.
ログオンできない場合は、コンピュータを再起動します。利用可能なオペレーティング システムのリストが表示されたら、F8 キーを押します。[詳細オプション] 画面で、[前回正常起動時の構成] を選択し、ENTER キーを押します。
特定の停止エラー
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重要 

このセクションに書かれている情報は、詳しい知識があるユーザー向けとなっています。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1078"
停止エラーの中には、「DATA_BUS_ERROR」などのように、エラーの正確なソリューションを特定するのに役立つ説明的なメッセージを表示するものもあります。このセクションでは、表示されるエラーのタイプに基づいて、特定の停止エラーのトラブルシューティングを行う方法について説明します。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1101"
ソフトウェアとデバイスのドライバ エラー
	エラー番号
	説明テキスト
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注意 

停止エラー 0x0000001E、0x0000000A、および0x0000007B は、一般的なハードウェア エラーが原因で発生することもあります。このセクションで説明されている手順を実行してもこれらのエラーが解決しない場合は、「ハードウェア障害によるエラー」で説明されている手順を参照してください。
	· 0x0000001E
	· KMODE_EXCEPTION_NOT_HANDLED

	· 0x000000D1
	· DRIVER_IRQL_NOT_LESS_OR_EQUAL

	· 0x000000EA
	· THREAD_STUCK_IN_DEVICE_DRIVER

	· 0x00000050
	· PAGE_FAULT_IN_NONPAGED_AREA

	· 0X0000000A
	· IRQL_NOT_LESS_OR_EQUAL

	· 0x0000007B
	· INACCESSIBLE_BOOT_DEVICE

	· 0x0000009F
	· DRIVER_POWER_STATE_FAILURE

	· 0XC000021A
	· STATUS_SYSTEM_PROCESS_TERMINATED

	· 0XC0000221
	· STATUS_IMAGE_CHECKSUM_MISMATCH


「一般的な停止エラー」で説明されている手順に従います。停止エラーが解決しない場合は、以下の手順を試します。
SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \h
ソフトウェアとデバイス ドライバの停止エラーのトラブルシューティングを行うには
1.
停止メッセージで特定されているドライバが Windows Hardware Quality Labs (WHQL) の署名と認定を受けていることを確認します。Sigverif.exe を実行して、署名のないドライバがないかどうかをチェックします。
2.
停止メッセージで特定されたドライバを、インストール メディアに入っている正常なコピー、または、メーカーから提供された最新バージョンと交換してみます。
3.
停止メッセージで特定されたドライバ、または新しくインストールしたドライバがあれば、それを無効にします。
4.
Windows XP Professional と共に提供されていないビデオ ドライバを持っている場合は、標準の VGA ドライバ、または、Windows XP と共に提供されている互換性のあるドライバに切り替えてみます。
5.
フィルタ ドライバ (たとえば、アンチウイルス、ディスク デフラグ、リモート制御、ファイアウォール、バックアップなどのプログラム) を使用するソフトウェアがあれば、それをアンインストールします。
6.
回復コンソールを実行し、検出された一切のエラーをシステムが修正できるようにします。

回復コンソールの詳細については、「情報とバックアップの復元」を参照するか、[ヘルプとサポート センター] をご覧ください。xe "aa\\€pro_retail.doc-1102"
7.
エラーがコンピュータに メモリ を追加した直後に発生したのであれば、ページング ファイルが壊れているか、または、新しい メモリ に障害があるか、もしくは互換性がない可能性があります。その場合、Pagefile.sys ファイルを削除し、システムを元の メモリ 構成に戻します。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1103"
ファイル システムのエラー
	エラー番号
	説明テキスト

	· 0x00000023
	· FAT_FILE_SYSTEM

	· 0x00000024
	· NTFS_FILE_SYSTEM


「一般的な停止エラー」で説明されている手順に従います。停止エラーが解決しない場合は、以下の手順を試します。
SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \h
ファイル システムの停止エラーのトラブルシューティングを行うには
1.
Small Computer System Interface (SCSI) アダプタを使っている場合は、ハードウェアのベンダから最新の Windows XP Professional ドライバを入手し、SCSI デバイスに対する同期ネゴシエーションを無効にし、SCSI チェーンにターミネータが正しく取り付けられていることを確認し、デバイスの SCSI ID をチェックします。これらの手順を行う方法についてよくわからない点がある場合は、デバイスの説明書を参照してください。
2.

IDE (integrated device electronics) デバイスを使っている場合は、オンボード IDE ポートをプライマリのみに定義します。IDE デバイスの マスタ/スレーブ/のみの設定をチェックします。ハード ディスク以外のすべての IDE デバイスを取り外します。これらの手順を行う方法についてよくわからない点がある場合は、ハードウェアの説明書を参照してください。
3.
フィルタ ドライバ (たとえば、アンチウイルス、ディスク デフラグ、リモート制御、ファイアウォール、バックアップなどのプログラム)を使用するソフトウェアがあれば、それを無効にするか、またはアンインストールします。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1104"
4.
Chkdsk /f を実行して、ファイル システムが壊れていないかどうかを判定します。Windows XP Professional がChkdsk を実行できない場合は、ドライブを Windows XP Professional が実行されている別のコンピュータに移動し、そのコンピュータからドライブに対して Chkdsk コマンドを実行します。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1105"
ハードウェア障害によるエラー
	エラー番号
	説明テキスト


注： 

停止エラー 0x0000001E、0x0000000A、および0x0000007B は、ソフトウェアとデバイス ドライバのエラーが原因で発生することもあります。このセクションで説明されている手順を実行してもこれらのエラーが解決しない場合は、「ソフトウェアとデバイスのドライバ エラー」で説明されている手順を参照してください。
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	· 0x0000001E
	· KMODE_EXCEPTION_NOT_HANDLED

	· 0X0000000A
	· IRQL_NOT_LESS_OR_EQUAL

	· 0x0000007B
	· INACCESSIBLE_BOOT_DEVICE

	· 0x0000007F
	· UNEXPECTED_KERNEL_MODE_TRAP

	· 0xC0000218
	· UNKNOWN_HARD_ERROR


前述の「一般的な停止エラー」で説明されている手順に従います。停止エラーが解決しない場合は、以下の手順を試します。
SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \h
ハードウェア障害による停止エラーのトラブルシューティングを行うには
1.
コンピュータ上のデバイスが Windows Hardware Quality Labs (WHQL) の署名と認定を受けているドライバを持っていることを確認します。Sigverif.exe を実行して、署名のないドライバがないかどうかをチェックします。
2.
ご使用のハードウェアに使用可能なドライバのアップデートがないかどうかをメーカーに問い合わせます。
3.
フィルタ ドライバ (たとえば、アンチウイルス、ディスク デフラグ、リモート制御、ファイアウォール、バックアップなどのプログラム) を使用するソフトウェアがあれば、それを更新します。
4.
問題を発生させている可能性のあるアイテムを特定するために、ハードウェアとソフトウェアのうち、どうしても必要なもの以外をすべてアンインストールします。
5.
Windows XP を新しいフォルダにインストールします。ドライバを追加しては再起動するという手順を踏むことで、問題を発生させているドライバを特定します。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1106"
6.
回復コンソールを実行し、検出された一切のエラーをシステムが修正できるようにします。

回復コンソールの詳細については、「情報とバックアップの復元」を参照するか、[ヘルプとサポート センター] を開いてください。
まだエラーが続く場合
重要 

以下の場合は、Windows XP Professional をアンインストールできません。
· ハード ディスクの構成を変更した場合。たとえば、FAT から NTFS に変換したり、または、新しいパーティションを作成した場合。
· Windows NT 4.0 または Windows 2000 Professional からアップグレードした場合。
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xe "aa\\€pro_retail.doc-1079"
状況によってはごくまれに、Windows XP Professional をアンインストールして元のオペレーティング システムに戻らなければならない場合があります。 

xe "aa\\€pro_retail.doc-1080"
Windows XP をアンインストールするには、[スタート] ボタンをクリックし、[コントロール パネル] をクリックします。次に、[プログラムの追加と削除] をダブルクリックし、[Windows XP Professional] をクリックし、[削除] ボタンをクリックします。続いて、画面の指示に従います。
追加のトラブルシューティング リソースxe "aa\\€pro_retail.doc-1107"
· ハードウェアまたはソフトウェアに問題がある場合は、[ヘルプとサポート センター] に提供されている対話型のトラブルシューティングを試してみます。[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックします。次に、[問題を解決する] ([ヘルプ トピックを選びます] の下) をクリックします。
· Windows XP 用の最新の Service Pack とセキュリティ修正プログラムをダウンロードするには、Windows Update サイトをご覧ください。
· 「Windows XP Professional Driver Development Kit」 (DDK) のファイル Ntstatus.h には、Windows XP Professional の状態コードの定義が含まれています。このファイルを表示するには、最初にDDK をダウンロードする必要があります。
· 「Microsoft Windows XP Professional Resource Kit」内のトラブルシューティング情報をご覧ください。
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ユーザー補助機能
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注 

このセクション内の情報は、米国内でマイクロソフト製品のライセンスを取得したユーザーにのみ適用されます。この製品を米国以外の国で取得された場合には、パッケージに、マイクロソフト子会社のサポート サービス、電話番号、アドレスがリストアップされたカードが入っています。最寄の子会社に連絡し、そこに説明されている製品とサービスのタイプがお住まいの地域で入手可能かどうかをお確かめください。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1081"
画面を読む、サウンド テーマを聞く、キーボードを使用する、マウスを動かすことに支障がありますか? Windows XP Professional には、すべての人に Windows XP をご利用いただけるようにするための機能が含まれています。それが、ユーザー補助の設定ウィザード、ユーザー補助のオプション、ユーティリティ マネージャです。
xe "aa\\€pro_retail.doc-1082"
Windows XP Professional 内のユーザー補助のオプション、キーボード ショートカット、アシスタント テクノロジ プログラムの詳細を参照するには、以下を実行します。
· [スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックします。次に、[ユーザー補助] をクリックします。
または
· Windows ロゴ キー [image: image35.png]


 + F1 を押し、TAB キーを使って [ユーザー補助] をハイライト表示し、ENTER キーを押します。
ユーザー補助機能
xe "aa\\€pro_retail.doc-1083"
お体の不自由な方にご利用いただけるマイクロソフト製品の詳細については、マイクロソフト アクセシビリティ ウェブ サイトをご覧ください。 
ユーザー補助の設定ウィザード
注 

ユーティリティ マネージャを使うと、ユーザー補助の設定ウィザードから選択するアクセシビリティ プログラムの起動、停止、状態の確認を行うことができます。 

ユーティリティ マネージャを開くには
· [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をポイントします。次に、[アクセサリ] をポイントし、[ユーザー補助] をポイントし、[ユーティリティ マネージャ] をクリックします。
または
· Windows ロゴ キー [image: image36.png]


 を押し、P キーを押して[すべてのプログラム] を開き、ENTER キーを押します。A キーを押して [アクセサリ] を開きます。次に、ENTER キーを押して [ユーザー補助] を開きます。方向キーを使って [ユーティリティ マネージャ] をハイライト表示し、ENTER キーを押します。
[image: image37.png]



xe "aa\\€pro_retail.doc-1084"
ユーザー補助の設定ウィザードは、アクセシビリティのニーズについてユーザーに質問し、テキスト サイズ、表示、サウンド、ポインタの設定を自動的に構成します。

SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \hユーザー補助の設定ウィザードを開始するには

· [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をポイントします。次に、[アクセサリ] をポイントし、[ユーザー補助] をポイントし、[ユーザー補助の設定ウィザード] をクリックします。
または
· Windows ロゴ キー [image: image38.png]


 を押し、P キーを押して[すべてのプログラム] を開き、ENTER キーを押します。A キーを押して [アクセサリ] を開きます。次に、ENTER キーを押して [ユーザー補助] を開きます。続いて、ENTER キーを再度押して、ユーザー補助の設定ウィザードを開始します。
ユーザー補助のオプション
xe "aa\\€pro_retail.doc-1085"
ユーザー補助のオプションを使うと、キーボード、ディスプレイ、マウスの機能を直接カスタマイズできます。

SYMBOL 219 \f "MSIcons" \s 11 \hユーザー補助のオプションを開くには
· [スタート] をクリックし、[コントロール パネル] をポイントします。次に、[ユーザー補助のオプション] をダブルクリックします。
または
· Windows ロゴ キー [image: image39.png]


 を押し、方向キーを使って [コントロール パネル] をハイライト表示し、ENTER キーを押します。TAB キーを使って [ユーザー補助のオプション] をハイライト表示し、ENTER キーを押します。
サポート
[image: image40.png]



製品サポート サービス
xe "aa\\€pro_retail.doc-1086"
Windows XP Professional 用のマイクロソフト製品サポートサービスには、以下が含まれます。
[image: image41.png]



注 

· マイクロソフトのサポート サービスは、予告なしに価格その他の条件を変更する場合があります。
· サポート オプション、時間、費用は、国によって米国とは異なる場合があります。詳細については、最寄のサポート オフィスにご確認ください。
	· 電話サポート
	· 東京：(03) 5354 – 4600
· 大阪：(06) 6347 – 4605

	· オンライン サポート
	· 
この製品に関する最新のサポート情報については、マイクロソフト サポート オンライン をご覧ください。 




改良されたヘルプとサポート
xe "aa\\€pro_retail.doc-1087"
サポートが必要なときは、はじめに [ヘルプとサポート センター] をご覧ください。これは、Windows XP Professional に組み込まれています。[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックするだけで、統合されたヘルプとオンラインで支援されたサポート機能が、幅広く利用できます。

· xe "aa\\€pro_retail.doc-1088"
· Windows XP の [ヘルプとサポート センター] は、ユーザーのヘルプ ニーズに応える中心的な支援拠点としてお使いいただけます。
· Windows Update と自動更新により、便利なシステムの更新が、より容易に検索できるようになりました。
· マイクロソフト オンライン サポートを使えば、マイクロソフト サポート担当者に連絡することができ、サポート担当者はシステム データをアップロードすることで、問題を迅速に解決できます。
· リモート アシスタンスを使うと、友人、同僚、またはサポートの専門家から支援を得ることができます。
· 改良されたトラブルシューティングと診断ツールが、問題解決の導き手となります。
· エラー メッセージの拡張子はオンライン ソリューションにリンクしており、最も必要な時に、つまり、問題が発生した時に即座にヘルプを得ることができます。xe "aa\\€pro_retail.doc-1109"
· システムの復元は、システム変更を自動的に監視・記録し、前の状態に戻すことが可能です。
その他のオンライン セルフヘルプ オプション
xe "aa\\€pro_retail.doc-1089"
ウェブ に接続した状態で、問題のソリューションを入手してください。弊社の Knowledge Base をご覧いただくか、または、技術情報を検索して、問題や関心分野をターゲットにした記事をご検索ください。
追加のサポート オプション
xe "aa\\€pro_retail.doc-1090"
マイクロソフトは、そのほかにも、ユーザーのビジネス ニーズにより適合するサポート オプションを提供しています。
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